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図4．豊中キャンパスのバス停・ロータリー代替地検討

バス転回場所（過去の検討各案）

キャンパス内のバスルート（最有力案）

キャンパス内のバスルート（過去検討案）

重要かつ交錯が懸念される歩行者動線

凡例

・歩行者も集中しており、危険である．

仮にグラウンド大幅に食い込んで
計画できるとしても、動線交錯の
問題は回避できない。

2010年現在のバス乗降・転回場所

青点線部の歩行者通行量が
非常に増える。距離400ｍ。
概ね歩道の問題は少ない。

・駐輪用や駐車場と合築することで、
  土地の有効活用ができる。
・屋上にテニスコートを再整備する
  ことができる。
・緑地を極力保全する計画が望ましい．

理学研究科前バス停案（テニスコート）

赤色部分（40m程度）は、
歩道幅員狭く（1.1m）、
改善の必要がある。
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